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 著： 髙橋琢磨
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量子技術と米中覇権
技術立国日本は復活できるのか？

返品可

［著者］
髙橋琢磨 たかはし・たくま
慶応義塾大学経済学部/新聞研究所卒業。
野村総合研究所時代には、ニューヨーク駐在、
ロンドン拠点長、経営開発部長、
主席研究員などをつとめ、
北海道大学大学院客員教授、
中央大学大学院教授などを歴任。

著作
『マネーセンターの興亡』（日本経済新聞社）、
『21世紀の格差』（WAVE出版）、
『トランプ後のアメリカ社会が見えるか』
（信山社）、
『中国が日本に挑む自動車覇権
―トヨタはEV化を乗り切れるか―』
（日本評論社）など

⦿FAX
（五月書房新社）

◉注文扱（返条付）で出荷します。見計らいも歓迎です。新刊の自動送品はございません。
◉日販・トーハン・楽天BN・八木書店・中央社・日教販ほか、すべての取次番線でご注文いただけます。
◉返品はいつでも承ります。承諾書の了解者欄に「柴田（八木書店扱）」と記していただくか、依頼書（承諾書）をFAXしてください。

量子技術と米中覇権
技術立国日本は復活できるのか？

現在中国は半導体増産の課題を背負いつつ、量子コンピューターでまだ
アメリカに及ばない。しかし量子暗号技術ではすでにアメリカをリードして
いる。中進国に過ぎなかった中国がなぜアメリカと技術覇権の争いができ
るまでになったのか──。

本書は技術覇権の競争を論じるに当たり、視野を単なる技術・経済に限定
せず安全保障の基本に立ち返る。その上でウクライナ戦争の影響と台湾
有事の可能性をにらみながら、現代版スプートニク・ショック＝「墨子号」の
衝撃から説き起こし、近未来の量子技術覇権をめぐる米中対立のなかでの
日本の進むべき技術ロードマップを探る。

アメリカVs.中国
その覇者が未来を制する！
近未来の量子技術を巡る覇権戦争。
日本の進むべきロードマップ。技術立国は甦るのか？

量子技術最終決戦


